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	米中摩擦問題、事態が初めて改善へ
	2019年12月13日、米中両政府は貿易協議の第1段階で合意に達したことを発表した。中国の発表によると、合意文書は序言、知的財産権、技術移転、食品・農産品、金融サービス、人民元相場の透明度、貿易拡大、合意事項の双方向の履行評価と紛争処理、終言の9章からなり、米国は中国からの輸入品に賦課している追加関税を段階的に取り消すことを承諾したという。一方、米国の発表（あるいは説明）では、（1）中国は、米農産品の購入を拡大し、知的財産権保護を強化し、技術移転の強要を是正し、金融サービス市場を開放し、人民元相場...
	合意文書への署名は2020年1月にも実現する可能性があり、30日後には、米中摩擦が激化してから初めて、追加関税率が引き下げられる予定である。これは当然のことながら朗報である。ただし、これがすんなり実現するかは留保が必要であろう。合意内容の米中の発表には既に思惑の違いが明確に表れている。例えば、中国は、米国がこれまで賦課してきた全ての追加関税を段階的に撤回することを想定しているのに対して、米国の発表に段階的撤回への言及はない。また、米国は、中国が米国製品・サービスを2,000億ドル購入するとしている...
	仮に、合意文書への署名に漕ぎ着けたとしても安心はできない。第1段階の合意には、中国による知的財産権の保護強化、技術移転強要の是正が挙げられているが、これらはデータ等での検証が難しい項目であり、紛争の火種になりやすい。さらに言えば、中国の国有企業や産業への補助金政策など、中国の譲歩が極めて難しい問題を含む可能性のある第2段階の協議は一段の難航が予想される。今後長期にわたるであろう米中協議の行方を楽観視することはできない。
	独身者の日のネット・セールは大盛況も、実質小売売上は低水準の伸び
	2019年1月～11月の小売売上は名目で前年同期比8.0％増（以下、変化率は前年比、前年同期比、前年同月比）、実質6.2％増となり、2018年のそれぞれ9.0％増、6.9％増から減速した。
	11月の名目小売売上は8.0％増と、10月の7.2％増から上向いた。これは、11月11日の独身者の日のネット・セールが大盛況であったことが主因であり、この日1日だけで30.5％増の4,101億元（約6.4兆円）を売り上げた。昨年の独身者の日のネット・セールが23.8％増の3,143億元であったことからすると、今年の盛況ぶりは際立っている。しかし、これを喜ぶわけにはいかない。消費者を取り巻く環境が厳しくなっているからこそ、消費者が価格により敏感になり、ネットの大セールに飛び付いているからである。中国...
	11月の実質小売売上は4.9％増と、10月と同じ増加率であった。ASF（旧称：アフリカ豚コレラ）の蔓延による豚肉価格の高騰は、代替品の価格上昇を招き、食品価格は19.1％の上昇を記録した（非食品は1.0％の上昇）。11月の消費者物価上昇率は4.5％（10月は3.8％）となり、物価上昇が消費者の実質購買力を一部毀損している。
	固定資産投資は横這い
	2019年1月～11月の固定資産投資は5.2％増となり、1月～10月の5.2％増から横這いとなった。分野別では、全体の2割強を占める不動産開発投資は10.2％増（1月～10月は10.3％増）と2桁の伸び率を維持したものの、全体の4割弱を占める製造業投資は2.5％増（同2.6％増）、全体の3割強を占めるインフラ投資（電気・水道・ガスを含む）は3.5％増（同3.3％増）と、低水準の伸びとなった。
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